
地球に育まれて 

都市と自然の共生 

令和２年11 月２７日（金）
13時 30分～17時 00分 

主催・参加申込・問い合わせ (一社)北九州緑化協会  

共催  （一財）日本造園修景協会福岡県支部 

後援  北九州市 北九州市教育委員会  

(一社)日本造園建設業協会九州総支部 (一社)日本造園建設業協会福岡県支部 (公社)福岡県造園協会  

九州各県造園協会連合会 (一社)日本樹木医会福岡県支部 (一社)街路樹診断協会九州支部  

日本ビオトープ管理士会北部九州支部 ＮＰＯ法人自然再生機構  

シンポジウム 

（一社）北九州緑化協会「響灘緑地研修館」 
 JR折尾駅より車で約 20分  ※駐車場有り（無料） 

 北九州市若松区安屋９００番地１１  TEL ０９３－４８２－８０１８ 

■基調講演Ⅰ（約 60分） 

演題  ｢枯山水の庭は都市型水害対策に役立つグリーンインフラである｣  

   講師  山下 三平 氏 九州産業大学 建築都市工学部 教授 

■基調講演Ⅱ（約 60分） 

演題  ｢自然共生社会のビジョンと都市のこれからのあり方｣ 

講師  矢原 徹一 氏  （一社）九州オープンユニバーシティ理事、福岡市科学館館長 

■意見交換・質疑応答（約 40分程度）  

   テーマ「自然との共生を図る今後の都市のあり方とグリーンインフラ」  

 

 会場 

日時 

どなたでも参加できます 入場無料 定員 30名（申込先着順）  
※参加希望の方は申込書にてお申し込みください。 

※新型コロナ感染症感染予防対策の為、定員数を限定しています。講演等は 12 月から約 1 か月間、動画にて 

公開する予定としております（協会ホームページよりご視聴ください）。 

※当日はマスクの着用、手指の消毒等にご協力をお願いします。また、換気の為に暖房時でも一部の窓や扉を 

常時開放しますので防寒対策のご準備をお願いいたします。会場には飲み物などの自動販売機はありません。 

第 12回 

 

 

対象 

その他 

プログラム 



第 12回都市と自然の共生シンポジウム 
講 師 紹 介 

 
山下 三平氏 九州産業大学 建築都市工学部 教授 

【略歴等】 

専門は景観工学、河川工学 

大規模集中型の技術に頼る都市の姿を見直し、小規模で自律分散型の、古くて新しい、コミ

ュニティ技術としての都市型グリーンインフラの研究と実装に従事している。 

 

矢原 徹一氏 （一社）九州オープンユニバーシティ理事、福岡市科学館館長 

【略歴等】                   

1954 年福岡県生まれ。京都大学理学部卒。東京大学助手～助教授を経て 1994 年より九州大

学教授。2020年に退職後、一般社団法人九州オープンユニバーシティ理事として、科学と市

民をつなぐ活動に取り組んでいる。2020年 10月より福岡市科学館館長。 

専門分野は、生態学・進化生物学・植物分類学。著書に『花の性―その進化を探る』『保全生

態学入門―遺伝子から景観まで』（共著）『決断科学のすすめ ―  持続可能な未来に向けて、

どうすれば社会を変えられるか？』ほか。内閣府みどりの学術賞、松下幸之助花の万博記念

奨励賞を受賞。 

 

参 加 申 込 書 
フリガナ  ※造園 CPD 会員の方へ 

当日カードリーダーでの読み取りは出来ませんの

で各自 ID 等を受講者名簿にご記入ください。 氏 名  

所属機関 

会社名・所属・団体名など 

                                        

連絡先 
ＴＥＬ                      ＦＡＸ                                                          

E-Mail                                               

備考欄 

講師への 

質問等 

【講師名：             氏】 

 

 

 

＊ 個人情報は、急な予定変更のご連絡など本シンポジウムのみに利用いたします。 

＊ このシンポジウムは造園 CPD(継続教育)認定のプログラムです（認定番号：20-0195）。 

      

 

 

参加申込・問い合わせ (一社)北九州緑化協会 

TEL：093-482-2200 または 482-8018 FAX：093-482-8019  〒802-0026 北九州市小倉北区大畠 2-10-1 

URL：http://www.kita-ryokka.or.jp/  E-Mail ：info＠kita-ryokka.or.jp 

 


